
第9回日本炎症性腸疾患学会学術集会

ランチョンセミナー2
2018年11月22日（木）12：10～13：00

京都府京都市下京区東洞院通七条下ル東塩小路町676番13

日　時

会　場 第2会場（メルパルク京都 5階 会議室A）
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福岡大学筑紫病院
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クローン病治療におけるUstekinumabの位置づけを考える
～どのような症例が好適症例となりうるか？～

潰瘍性大腸炎治療におけるGolimumabの有用性
～実践から見えてきた好適症例像とは？～

東邦大学医療センター佐倉病院
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